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報告書データ / Report

概要（目的・用途・実施
内容）

Abstract (Aim, Use
Applications and

Contents)

近年、生体高分子が形成する液滴用の凝縮体の生化学分野における重要性が注目さ
れている。本研究では、生体高分子が形成する凝縮体の材料物性を測定するために
音響マイクロ流体デバイスを製作し、その応用可能性を探索することを目的とする。

実験
Experimental

本研究における、音響流体デバイスを製作するための実験をARIMの設備を用いて
行った。フォトリソグラフィを行うためのマスクパターンの描画をLEDマスクレス
描画装置で行った。また、マイクロ流体デバイス製作のための鋳型となるSU-8モー
ルドをマスクアライナーやスピンコーターを用いたプロセスを実施することにより
製作した。また得られたパターンが意図した高さに作られているかを計測するため
に、接触式段差系(表面プロファイラ)を用いた計測を行った。

結果と考察
Results and Discussion

SU-8モールドの高さは、目標値50μmに対し、45-53μmの高さの結果を得ること
ができ、良好なモールドを得ることができた。また、LED描画装置を用いた実験に
おいては、空間分解能20μm程度のマスクパターンを現像可能なことが明らかになっ
た。以上のことより、今回のARIMにおける実験は、我々の研究で用いる音響流体
デバイスの製作に適していることが明らかになった。
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